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発刊にあたり

高蔵高校浜島繁隆

ため池は、愛知県以西、近畿、顧戸内海沿岸から北九州にかけ多く分布し、その数は 20万個と

いわれる。近年、農業用水路の開通と都市周辺の宅地開発で、灌漑機能を失った池は、つぎつぎ埋

め立てられ、残された池は著しく汚濁されている。かつて、周辺の人びとに親しまれた水辺は、今

ゃ、不快で危険な水辺に変貌しようとしている。名占屋東部においても、ここ 10年間に約半数の池

が姿を消し、現在も減少の一途をたどつている。池の生物を研究している仲間で、これら先祖伝来

の池を保護し、都市環境づくりに活用しようと結成したのが本研究会である。現在、保護するため

に必要な科学的資料を得るため、池の環境や生物の調査を進めている。この調査結果や調査活動を

通して考えたことなどを報告し、 1 人でも多くの人が、池に関心を寄せることを期待して会報を発

行することにした。

池 の 動 物

静岡大学 橋本 碩

池の水は湖や沼のそれと同様に、地学的には陸水であり、物理的には静水である。また化学的に

は一般に淡水である。従って池の動物は淡水産の水生動物ということになる 。 本文ではこのような

池の動物について特に生物学的に考慮すべき 2 つのことについて記したい。

その第ーは、 一般に水生動物として扱われているものの中には真の水生動物ではないものがかな

り含まれているということについてである。まず池にすむカメについて注目してみよう。本州産の

ものはイシガメやクサガメなどでスッポンと同様に水中生活を送 っ ている 。 これらはいわゆるゾウ

ガメや、沖縄の八重山地方に生息するセマルハコガメなどのような陸ガメと区別して水ガメといわ

れている 。 しかし水生のカメ類といえども爬虫類である以上その体は陸生動物としての構造をそな

えているため、呼吸は空気中の酸素に依存しているのである 。 水生の カメ類は陸生のカメ類と異り

陸上では摂食せず、必ず水中で餌をと るが、し ぱ しば陸上へ上 っ て移動することがある 。 また産卵

は常に陸上で行う 。次にカエルやイモリ の よ う なも の も水生動物の ように思われているが、 こ れら

も成体は肺によ っ て空気呼吸をしているので水中を泳いでいても 陸上動物に相当するのである 。 こ

れらもしばしば上陸 し、冬眠は陸上で行う 。 し か しこれらは両生類であ るから産卵は水中で行われ

幼生時代は工ラによ っ て水中の溶存酸素を呼吸す るのである から幼生は真の水生動物であ る。無脊

椎動物にも同様の例が多 く、特に注意し なければな ら ない、のは水生昆虫の場合である。 多 く の人は
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タガメやマッモムシ、ゲンゴロウやガムシなどを水生毘虫とみなしている。しかしこれらはすべて

カメやカエルなどのように空気呼吸を行っている陸生邸の昆虫なのである。ところが卜. · ンポやカワ

ゲラ・トビヶラ・ユスリカ等の幼虫は水中の溶存酸素存呼吸することができる真の水生動物である。

ゲンゴロウの場合は幼虫も水中で生活するが呼吸は空気中の酸素によっており尾端を水面に出して

呼吸している。ー方ポタルの幼虫やミズスマシの幼虫は水中の陪素を利用できる。いずれにせょ毘

虫の場合は成虫については水中の酵素を呼吸しうるものは皆無であるといってよい。次に水生の無

脊椎動物として軟体動物の中にも上記のよう iを真の水生動物でないも J)が含まれていることに注目

したい。池にはタニシのような巻貝やカラスガイのような二枚貝の仲間がおり、いずれも水中の酸

素を呼吸するェラをもつので真の水生動物である。しかしモノアラガイやヒラマキガイなどのよう

に空気呼吸を行う陸生型のものも決して少なくないのである。これらは有肺類に属し、カタッムリ

やナメクジ同様に一度陸上生活に適応したものが再び水中生活へ逆もど h したものと考えられてい

る。以上のように水中生活者の中に存在する陸生型の動物というのはその動物の進化を考える上で

極めて興味深いものがある。

さて池の動物について注目したいもうーつのことは固着性の動物の存在である。固着生活を行う

動物は池のペントスとして極めて重要な位置を占めているにもかヽわらずあまり問題にされていな

いのである。まず原生動物ではッリガネムシをはじめ多くのものが固着生活存行っている。海綿動

物は自由生活存行うものがなくすべて固着生活を行っている。次に池の腔腸動物としてはミクロヒ

ドラが知られている。ー方同じ腔腸動物であっても普通にみるヒトラの仲間は固着動物ではなく自

由生活者であることを知る必要がある。ワムシ類の大多数はプランク ｀トンであるが、マルサャワム

シやハナビワムシのように雌が固着生活を行うものも少なくない。池の固着動物として最も普遍的

なものはコケムシ類であろう。コケムシの本体はポリプであるが通常 Iこれが群体わっくって生活し

ている。淡水産のものでは群体が栴枝状を呈するものや、寒天状のかたまりとなって広がるものな

どがある。中にはアユミコケムシのように群体全体がイモムシ型の一個体の動物のように移動する

ものもある。このようなものはもはや固着動物とはいえないのである。池には以上のように多様な

固着動物が生活しており、その種数や個体恐も極めて多いのである。それらのすべては水中の溶存

酸素を呼吸しうる真の水生動物であるが、自由生活を行っている他の水生動物に比べると構造や生

活史の点で興味深いものが多い。食性も多様で、水流を起してそれに引寄せられる植物性プランク

卜ンを栄養とするものや水底を徘徊する扁形動物や環形動物などを捕食する肉食性のものなどがあ

り、池の動物の相互関係を論ずる点でも極めて重要なものと考え ら れる。

以上池の動物に関する二つのことについてのべたが、結果的にははんの概略にとどめざるをえな

かったことをおわぴする。

— 2 -



名古屋市内溜池の水質汚濁について（現状と経年変化）

名古屋市公研土山ふみ

名古屋市内の東部丘陵地帯に散在する溜池は、その殆んどが農業用水供給用として利用されてき

たが、近年の都市開発に より 、埋立、護岸工事、 水質汚濁などの著しい変化をきたしている。ここ

では市内溜池の水質の現状と昭和40年代以降の変化について報告する。

溜池は、「浅く狭い」ことを特徴とするため、流入汚水の影製をうけやすく 、光合成による生産

も多いため 、 汚れやすい。表 1 に溜池の水質を富栄養化の指標である P 濃度で仮に ランク付したも

のを示 した。 ※は四季平均値。その他は冬の値であるため 、 栄養塩の最大値を示す春夏期より 、か

なり低めの値となっているが、 ある程度のめやすにはなると思う。 A ラ ンク は、殆んど人為的汚染

を受けていないもので、市内にわずかに残されている 自然の雑木林の中の池である。 B ランク以降

はいずれも富栄養池であるが、 B はその中でも比較的きれいな池である。 C は人為汚染を受け てい

るもので C- 1 では春夏季にはかなり藻類が増殖する。 C -R から 、見た目にも 汚れた感じがし 、

ク ロロ フィル a が 100µ.g/f を超えること も 珍 らし くな い。 夏季には PH が 9 以上になることがあ

表 1 名古屋市内溜池の水質の現状

P 濃度 溜池名 所在地
p COD 

P 濃度 溜池名 所在地
p COD 

（四/P) （四/El （ 町'/f) （四'/f)

A 0 01 > 井堀池, .t) 名渠Lx 0 01 ヽ l 6 乎デ ，チョ池 名東区 0 128 6 3 

西堀池 11 0 01> 2. 7 I 拍田亜池 天臼区 0 17 15.2 

水平下池 緑区 0 01> 2 5 島田新池 I/ 。 20 12 7 

0.01 寺池 守山区 0 02 2 4 ※水主ケ池 緑区 0 196 11. l 

~ 0.02 井堀池（下） 名東区 0. 02 1 9 C-1 0.2- 白烏池 ＇ 守山区 0. 44 13. 9 

B 〇 02 ※大久手池 守山区 0. 086 3 8 0 5 ：各大根池 天白区 0 44 11. 6 

-o 05 ※緑ケ池 ,, 0 038 3 I '* 貝池 緑区 0. 214 11. 9 

寛池 I/ 0 01.7 3 2 有松大池 1, 。 28 16 5 

※塚の秋池 名東区 0 039 4 0 ※戸笠池 ” 。 284 12 3 

C-1 〇 05 安田池 守山 区 。。54 3 8 笠池 “ 0. 31 31. I ~ 0. 10 東禅寺池 I/ 0. 060 3 3 赤松大池 ” 0. 36 9 5 

蛭池 ” 0 061 4 4 平手池 ,, o.~ 15. 4 

神池 ” 0 061 3 4 ※荒池 ” 0 376 18. 8 
平池 ” o errs 5 6 c- ~ 05< 新池 名東区 0 63 14 5 

上池 ,, 0. 091 7. 0 八事下池 天白区 I 50 17. 5 

※上池 千種区 0 052 3. 8 大芝池 禄区 0 54 20 4 

※猫ケ祠池 ,, 0 066 4 5 I 苓＜ 要池 ! 
,, 0 61 13 6 

※牧野ケ池 名東区 0. 071 6 1 洛新海池 I ” 0. 62 20 2 
※蜆ヶ池 緑区 0. 051 4. 7 ＇ 砂走池 I ,, 0. 65 21 8 

※琵琶池 l1 〇 052 4 8 地祓池 It 0. 69 26. I 

C-1 0 10 ※雨池 守山区 0 107 7 l 白 t大池 ” I. 02 30. 8 
-0.20 大池 ft 0 107 7 6 東池 ! “ 1 04 18 4 

風越池 “ 0 112 8 0 西池 々 1 33 38 2 

二ソ池下池 ,, 0 13 11 5 尾山ケ池 ,, I 71 12 ¥ 

新池 ” 0 133 6 4 伊揆池 ’’ I 74 32 I 
大村池 It 0. 144 6 3 四D5 (印也 ,, I 97 19 0 

石拾池 l1 0 144 6 9 叫子、也 I/ 2 24 17 0 

茶届ヶ坂 千種区 0. 126 7. 0 神沢池 ” 2. 64 24. 4 
※新渾栗山） I/ 0. 179 6 0 ※：よ S56 - 57 の四李¥均fl'(( ll ニ 8)

ぁとは S55. 2 月のデーター
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庇．名称 所在地

1 大久手池 守山区上志段味字東谷

2 緑ケ池 ,' 大字牛牧字長根

3 雨 池 ,, 大字大森字壇ノ浦

4 猫ケ商池 千種区田代町字鹿子殿

5 塚ノ秋池 名東区猪高町大字上社字池の表

6 新 池千種区田代町字鹿子殿
7 上 池 ,, ,, 字瓶

8 デノチョ池 名東区神丘町

9 牧野池 ,' 猪高町大字高針字前山

10 大根池 天臼区天白町大字島田字山の

11 荒 池 It ,, 大字平針字荒池下

12 戸笠池緑区嗚海町字員

13 要 池 ,' 1， 字神沢

14 新海池 ,, ,, 字池上

15 琵琶池 ,' I1 字渡ノ巣

16 蝶 池 ク大高町字媛池

17 水主ヶ池 ,' 1, 字水主ケ池

（天白。緑区）

10 

（ 守山・千種・名東区）

P(匹IL)

01 

/
5
 2 

OOJj I r , 1 ,0.01 
47 49 51 53 55 47 49 51 53 55 

図 1 名古屋市内溜池の水質の経年変化 (p 濃度）

※ P 濃度は 、 2 年間の四季平均値を用いた。

40 COD 
「 (mg/L)

30L 

20L 

t 、

12r,,, 
,!...--.. ''-

16' ヽ

、‘ ヽ 15
~ 

10~ 

49 51 53 55 543 45 47 49 51 53 55 
I I f I 

50 52 54 56 
r f J 「 I f S 
44 46 4B 50 52 54 56 

図 2 水質の経年変化 (COD)

※ S 43~46 は冬のデー タ ー、 S47~5 5 四季平均値
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る。 C- DI では｀水の華クと呼ばれるらん藤が発生することもあり、一年中緑色が褐色をした池と

なる。 C-IV は、家庭排水などの流入水で著しく汚れた池でドロッとした緑色をし、悪臭、魚類ヘ

い死など種々の問題の多い池である。

市内の主要な溜池の水質汚濁の推移を図 1 に P 濃度で、図 2 に COD で表わした。図 2 から昭和

40年代の始めの頃は、 COD4 叩以下の比較的含れいな池が多く、 40年代の半ばに急速に汚れた池

がふえてゆくことがわかる。 (ex ③雨池、④猫ヶ洞池、⑨牧野ヶ池、⑩大根池、⑪荒池、⑫戸笠池、

⑬要池）これらは宅地開発の推移と一致しているo AO年代の後半から 50年代に入って若干水質の改

善のみられる池は、俊渫、流路変更工事などを行なったためであるが、もとの水質にもどるのはな

かなかむつかしい。

池のユスリカ類

愛知医大近藤繁生

日常生活の中で、我々はいたる所で揺蚊と出会っている。夏の夜、蛍光灯に群がってくる小さな

虫の多くがユスリカであるし、また夕方、パス停などで群飛しているのは、ほとんどセスジュスリ

力の仲間である。恐らく近くの側溝などから羽化してきたものであろう。また、町はずれの駅の卜

イレなどの壁に長い前脚を揃えひっそり静止しているものも多くがユスリカであなそして、誰も
が、かつて読んだ文庫本の中に圧ぺいされたユスリカの乾燥標本を 1 つや 2 つ見つけることが出来

るであろう。このようにユスリカは人間生活と非常に密接に係っている存在であり、人間活動の水

環境への影蓉が大含くなり始めると、特定の種が大発生したりもする。

ユスリカは、 大部分が幼虫・蛹期を水中で過す双翅目の水生昆虫であり、形態は、蚊の仲間に似

ているが口器は退化して刺すことはない。そして生息域ぱ、池に限 らず小さな水槽から湖．．河川に

いたるまであらゆる水域に分布する。さて、池のユスリカ類を観察してみよう。岸部の砂や泥を少

し採って中を注意深く捜すと、赤い色や淡褐色、淡緑色のユスリカ幼虫を観察することが出来る。

これらの多くは砂や泥の表層に巣を造って生活している c 更に 、 水面の浮葉やゴミを採って裏側を

注意深く観察してみると、表面に細かな砂や泥でできた巣管を見つけることが出来、果管を指で軽

＜押してやれば中から幼虫が出てくる。このように、池のユスリカ幼虫の生活翌は、主に、底生生

活型と付着生活型とに大きく分かれる。前者は、 更に水深や底質 （砂質型と泥質型）によって、後

者は、また水深や付着基物の性状（コンクリートの壁面、水草の葉や茎など）によって生息場所を

更に細かく棲み分けている。そして、それぞれの種は、 また水質の汚濁状態や池の大きさ 、形そし

て池周辺の環境状態によって影嬰される。この様に、ユスリカ類は、池の様々な環境要因の影櫻を

受け、 1 つ 1 つの池環境が異なる様にユス リカ 群集も多様化する。このため、ユス リカ類は、池環

境の重要な指標生物として使用することがで含る。
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塚ノオ入池とその周辺の植物の保護

千種中学校須賀瑛文

1. tこめ池の保護に及ぽす植物の役割

(1) 池の中の植物（水草）

水草は池の生態系の中で植物プランクトンとともに無機物から有機物を合成する生産者とし

ての役割をはたしている。生態系安定のためになくてはならなぬ一要素である。

水草の中でも特に輪藻類（シャジクモの仲間）は、同じような形態をしているクロモ ・ コカ

ナダモなどに＜らべて 、 その分枝した枝にちりや泥土をた＜さ んつける煩向があり、池の水の

清浄化に役立っている。このほか、 今堀 (1954 ) によると 、輪薔類の一種N i tell a flw<ilis 

は蚊の発生を防止（ぽうふらを殺す）する働きがあるという。

(2) 周辺の植物（森林）

雨水が地表面を通って直接池の中に流入すれば、当然池の中の水は汚濁される。また、一時

的に急激に水かさが増す。これを防 ぐこ とがで含るのは、 池の周辺をとり囲む森林である。森

林に降った雨は、森林下のやわらかい土の粒子の間を通 っ て貯蔵されながら徐徐に池中に流入

していく。森林を伐採して護岸したり 、 コ ンクリ ート などで歩道などをつくると浸透能が悪 ＜

なり、池の中の環境を悪化する。（表参照）

2 塚ノ秋池とその周辺の主な植物

(1) 水辺から水中へ

水草の種数は貧弱である。公園化が予想され、

釣客などの増加による影戦 （ 釣具や餌による富栄

養化）でさらに種数が減少する恐れがあるので注

意した い。

ハンノ キ ・ ヨ シ・ク ログワイ・ガガプタ・ヒシ・

ホソパミズヒキモ

(2) 池をとり囲む林

名古屋東部に普通に見られるコナラなど落葉広

葉樹を主体にした貧弱な二次林である。しか し、

この林は池の周辺全域をとり囲んでいるので 、 先

に述べた池の環境保護のため重要である。このま

まで、 そっとしておきたいものである。

各種の土地の浸透能 （佐藤ほか）
111ffl/ 
時

土じょう浸透能
oo oo 
21 

針
葉
樹
林

広森伐 草崩歩
葉 林採

生壌樹平跡
林均地 地地逍

森の生態 （只木良也著）より

※浸透能
ある一定時間内に土じょうの表面を通過
して、水が土中に吸収される最大星

第 l 層 コナラ ・ リョ ウプ • アベマキ • アカマッ• アラカシ・ヒノキ等

第 2 磨 タカノツメ・ソヨゴ等

第 3 層 タ カ ノツメ ・ヒサカキ・ネズ ミ モチ・ア ラカシ・ソヨゴ・シャシャンボ ・ シラカシ ・

ムラサキシキプ • ヤマウルシ • ヤマ ハゼ ・ イポタノキ・クサギ ・ カ マッカ ・コマユ ミ ・
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ネジキ・カクレミノ・ウメモドキ• アペマキ ・ ガマス-ミ ・クリ ・イヌザンショウ・チャ·

ゴンズイ等

下草 ペニシダ・ネザサ等

(3) 道ばた

帰化植物を主体とするいわゆる雑草やイノコス＂・ ヨモギ• ススキなどの 'J デ群落そしてクズ・

カナムグラなどのマント群落からなっている。

セィタカアワダチソウ ・クズ・カナムグラ• スイカズラ・ヘクソカズラ・メリケンカルカヤ・

セイヨウタンボポ・キンミズヒキ・ノコンギク・ヒメジョン・ワラピ・オオアレチノギク・ヨ

モギ・オオパコ・オランダミミナグサ・イヌガラシ• ハコベ ・ウ シハコベ・キッネノマ ゴ・イ

ヌタデ・イノコズチ・ベニパナポロギク・ヒヨドリジョウゴ• ススキ等

3. おわりに

地域開発によるため池の水草の変化は、まさにため

池の水質汚濁の象徴である。浜島は名古屋付近15のた

め池の水草が地域開発によってどう変わるかを調査 し

ている。特にクロモ・セキショウモ・オオトリゲモな

どの減少は著しく、オオトリゲモなどは1968年 7 つの

ため池に見られたものが1976年にはどの池にも全く見

られなくなったことを報告している。筆者もシャジク

モ類においてこのような例を多く見ている。一例をあ

げるならば、名古屋市昭和区にあった八事上池では、

1956年にはトゲフラ コスモ ・ホンフサフラコスモ ・ ホ

ソパフラスコモ・ハデフラスコモ・ケナガシャジクモ

の 5 種類が生育していた。ところが、 1958年にはハデ

フラスコモ 1 種が少屋生育するだけとなり、 1959年に

五

は汚水をたたえるだけの池になってしまった。付近にできた住宅による汚水流入の結果である。

（現在は埋めたてられ池そのものも存在しない 。）

塚ノ秋池も上記のようにならないことを念願し、塚ノ秋池の自然をまもるため、つぎのことを

提言 したい。

(1) 池をとり囲む林は伐採せず、現在のまま残すこと。

(2) 池の周辺を護岸 してコンクリート化しないこと。

(3) 公園化により汚物の投入、汚水（家庭排水）流入に気をつけること。
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プランクトンと水質汚濁
名古屋市公研村上哲生

溜池の中には、魚、 昆虫、水草のように、肉眼でも、明らかに認め得る生物の他に、顕微鏡を使

わねば、見ることのできない生物も、多種、生息している。それらの微小な生物は、溜池の底の礫、

護岸のコンクリート、水草等に付着したり、水中に浮遊した りしている。この浮遊している生物を、

プランクトンと総称している。これが、 溜池の生産、 水質汚濁に 、 最 も密接に関係している生物群

の一つである。

プランク ト ンとは 、 浮遊している生物という意味であるから、 その中には 、 0 . 001111111程の微小な

細菌から、数ばに達するマミスクラゲまで、水中に凛っている動植物をすべて含む。その中でも、

種類、 量とも 、 最も多くを占めるものは 、 0 . 1111111~0. 01111111 内外の、植物プ ラ ンクトンと呼ばれる生

物である 。 植物プランク トンは、 その名の如く 、 陸上植物と同じく、緑色の色素 、 ク ロロフ ィルを

体内にもち、日光を受けると、水中に溶け込んだ炭酸ガスと、 栄狸塩 （窒素、リン等）から、有機

物を合成し 、 余剰物質として 、 酸素を出す。この植物プランクトンにより合成された有機物と酸素

が、溜池の動物が生活を維持する為の糧となるわけである。

このような重要な役割を荷なう植物プランクトンも 、 汚濁の進んだ溜池では、 一時に、大量に発

生し 、 困った問題をおこす場合もある。春から夏にかけて、 溜池の水が、 数日のうちに、濃い緑色、

時には、褐色になってしまう場合がある。いわゆる、「水の華」、 「 淡水赤潮」と呼ばれる現象で

ある。こういう状態になった溜池では、見た目に不快であるだけではなく、風下に吹き寄せられた

プランクトンが腐敗し、 悪臭を発する。さらに 、 腐敗の際、 酸素を消費し 、 水生昆虫、 魚類の幣死

をまねく。又、 水道水源のダム湖では、水に、 臭が付く場合も ある。

この、様々な弊害を生じる「水の華」は、春先から、夏にかけて、水温の上昇、日射量の増加に

伴い 、 発生するものであるが、その溜池の栄養塩の量が、水の華が発生するか否かの目やすとなる。

一般に 、 溜池の リ ンの濃度が、 0. 1 町/ f, 以上であると、水の華が発生する可能性があるとされて

いる。

幸にも 、 塚ノ秋池は、リン濃度が、 0.04叩'/f で 、 未だ、 水の華の発生を見ることはない。｛且し 、

水深 2m と浅く 、 容量の小さ い溜池のことであるから 、少量の汚水の流入で、水質は、たちまち悪

化する。又、一｛且増えた溜池中の リ ンは、何度も、生物体と池の水、泥の間を循環し 、 自然の力で、

再ぴ、 リン濃度が減少することもない。

溜池中のすべての動物の糧である植物プランクトンを指檬とした溜池の状態の診断は 、 各地の池

沼で試みられている 。 名古屋市内の溜池でも 、 出現する種の正確なリス ト、 発生状況等を 、 的確に

把握することが、 必要で ある c
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自然観察園の建設を望む

高蔵涵校鈴木達夫

地域の自然を守るためには、行政にたよるだけでは限界があり、 一般住民が自然を 正しく理解す

ることが大切である。そのためには、人々が本来の自然について学ぴとる場所が不可欠 と 思われる。

名古屋市の猪高緑地は、丘陵林と塚ノ秋池を中心としたいくつかのため池から成り、市内では自

然豊かなところである。水域一を含んだ自然は多様でューつの生態系を成し、自然を理解するための

教材を、い ＜かか持ちあわせている。近くにある社会散育センターの一角を自然観察館として開放

し、緑地内に自然観察路を整備し、指導員が訪問者の自然観察の指導にあたれば、りっぱな自然観

察園となる。これら 0)施設の有効利用こそが、今後の都市の自然を守る大きな力となる。

活動の記録

S 56. 12. 24 「名古屋ため池の自然談話会」の発足。会長に浜島繁隆氏を選出。於名古屋市公害研

究所。

S 57. 1 ・ 30 第 1 回研究会「 fこめ池と水草」浜島繁隆。

2 27 第 2 回研究会「ユスリカの分類と形態」近藤繁生。

3.27 第 8 回研究会「珪藻と水質 」、 「帰化魚の侵入」村上哲生。

4.24 第 4 回研究会「東海、近畿地方のため池の水質と大型水生植物」、「濃尾平野におけ

る農業用水路、ため池の大型水生植物とその動態」浜島繁隆。

於愛知医科大学

5.29 第 5 回研究会「淡水産貝類」田中守彦。

6.26 第 6 回研究会「 ユ スリカ概説」橋本碩。於愛知医科大学o

7. 31 第 7 回研究会「塚の秋池のユスリカ相 (7 月の調査報告）」近藤繁生n

8.28 第 8 回研究会「塚の秋池24時間環境調査 (8 月の調査報告）」浜島繁隆、近藤繁生、

村上哲生。

9. 18 「第 1 回ため池の自然を考える会」公開研究会開催についての打ち合せ。

10. 16 第 9 回研究会「トピケラ（主に流水生トビケラ）」 江本純。「 tこめ池の環境」浜島繁

隆。「塚の秋の水質と魚類 」村上哲生。 ．

11. 27 「第 1 回ため池の自然を考える会」実施要項、 資料の作成と打 ち合せ。

12. 26 惰 1 回た め池の自然を考える会」 、 「 fこめ池の自然を考える会の開催にあた、っ て」、

「名古屋市とその周辺のため池の現状」浜島繁隆。「塚の秋池とその周辺の植物」須

賀瑛文。「ため池の水生昆虫」近藤繁生、 江本鈍。「ため池の魚貝類」田中守彦。

「自然観察の場としてのため池 」鈴木達夫。

於名栗社会教育センター。参加者 25名。終了後懇親会。

S 58. 1. -｣9 第10回研究会 「 刈谷市 tこめ池の ユスリ カ 」 鈴木達夫。

2. 26 塚の秋池の自然を守るためにどのような方策があるか。会の活動計画。・ 会誌発行につ

-9 -



3
 

26 

0

8

8

四

3

2

1

 

.

.

.
 

4

5

6
 

いて等の話し合い。

会の名称を「名古屋ため池の自然研究会」と改める。 会誌名を「ため池の自然」と決

め 、 記事内容についての打ち合せ。 名古屋市内ため池の調査計画。

第11回研究会「シャジクモ概説」須賀瑛文。

ため池調査の打ち合せ。

ため池調査の打ち合せ。 会誌「ため池の自然」編集。

会合場所に記述のない場合は市邸学園高蔵高校にて実施。
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